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令和元年度敬老会を開催

↑金婚夫婦へ表彰状を渡す遠藤町長

　９月４日（水）、広野町中央体育館で令和元年度広野町敬老会（町

で敬老の日を迎えた70歳以上1,033人）を開催し、遠藤町長、山崎

理史福島民報社南双葉支局長がご長寿を祝い祝辞を述べました。

　式では、結婚50周年を迎えられた金婚ご夫婦８組の皆さまへ広

野町と福島民報社より表彰状と記念品を贈呈しました。また、広

野町の最高年齢者の方には広野町社会福祉協議会副会長、広野町

老人クラブ連合会会長からそれぞれ記念品を贈呈したほか、85歳

以上の方252人へ社会福祉協議会より記念品が贈呈されました。

　式の後には、ものまね歌手のマーガレットきよしさんやキャラ

メルマシーンさんによるコメディマジックが催されました。

木津雅晟三郷市長を表敬訪問

↑表敬訪問を受ける木津市長（中央）

　遠藤町長は、８月22日（木）、木津雅晟三郷市長を表敬

訪問し、平成23年から現在まで９人の三郷市職員を継続し

て広野町に派遣していただいている事への御礼を述べまし

た。木津市長は、「現在、派遣中の職員には、広野町でしっ

かり支援するとともに、災害時の対応などについて勉強す

るように伝えてある。よろしくご指導をいただきたい。」

と述べられました。

災害時における
消防活動支援に関する協定締結

↑協定締結をした双葉地方広域市町村圏組合消防本部（写真左）とＪＥＲＡ広野火力発電所（写真右)

　９月３日（火）、広野町と双葉地方広域市町村圏組合消

防本部ならびに株式会社ＪＥＲＡ広野火力発電所は災害時

における消防活動支援に関する協定を締結しました。この

協定は、町内等において火災、風水害、地震などが発生し

た場合または発生するおそれがある場合、広野町および双

葉地方広域市町村圏消防本部からの要請により、株式会社

ＪＥＲＡ広野火力発電所が人員および保有する消防車両な

どを提供し、消火および避難誘導、救護活動などの消防活

動を支援することを目的としています。

JR広野駅環境美化清掃活動を実施

↑ＪＲ広野駅清掃活動に集まった参加者の皆さん

　９月14日（土）、ＪＲ広野駅環境美化清掃活動が実施さ

れました。この活動は広野駅環境美化推進協議会メンバー

が中心になって、広野町の玄関口となるＪＲ広野駅の環境

美化に取り組み、電車を利用する人々の快適さの向上を目

的に毎年２回実施しているものです。当日は、広野町婦人

会会員、ＪＥＲＡ、ＪＲ東日本ＯＢ、地元企業、広野町役

場職員など約70人が共に汗を流し、駅構内や駅前広場、駅

周辺の除草作業に取り組みました。

高速バス富岡－東京線の
新ルート運行開始セレモニーに出席

↑テープカットの様子

　遠藤町長は、９月１日（日）、高速バス富岡－東京線の

新ルート運行開始セレモニーに出席しました。新常磐交通

の高速バス富岡－東京線は道の駅ならはとＪヴィレッジを

経由する新ルートでの運行を開始し、セレモニーには関係

者約20人が出席しました。来賓で出席した遠藤町長は、「利

便性の向上や交流人口の拡大に期待します。」と挨拶を述

べ、関係者と東京行きバスの出発に合わせてテープカット

をしました。

東京パワーテクノロジー㈱と
事業推進に関する協定締結

↑協定書に調印した東京パワーテクノロジー㈱原英雄社長（左）

　９月２日（月）、広野町と東京パワーテクノロジー㈱は事業推進に関

する協定を締結し、遠藤町長と同社の原英雄社長が協定書に調印しまし

た。この協定は、同社が同町の広野工業団地に石炭灰などを利用して土

木建築資材を建設する工場の進出に関するもので、2021年４月の稼働を

目指し、地元を中心に十数人を雇用する予定です。広野工業団地内の約

８千平方メートルの区画に工場を整備し、製造した土木建築資材は、道

路や造成工事など地元を中心とした復興関連事業に活用されます。

　原社長は、「石炭灰を有効活用した地産地消の事業となる。町の発展

に貢献したい。」と挨拶を述べ、遠藤町長は、「人口減少対策と産業の振

興を進めたい。」と挨拶を述べました。

柴橋正直岐阜市長を表敬訪問

↑表敬訪問を受ける柴橋市長（右）

　遠藤町長は、８月15日（木）、柴橋正直岐阜市長を表敬

訪問し、平成24年４月から現在まで８人の岐阜市職員を継

続して広野町に派遣していただいている事への御礼を述べ

ました。

　柴橋市長は、「今まで築き上げてきた広野町とのつなが

りを今後も大切にしていきたい。更なる協力体制の構築を

検討していきたい。」と述べられました。

内堀雅雄福島県知事らに
バナナ「綺麗」を贈呈

↑食べ頃のバナナを内堀知事（中央）に贈呈する遠藤町長と中津社長

　８月27日（火）、遠藤町長と中津弘文振興公社社長は県庁

を訪れ、８月19日の初収穫後に熟成を進め、黄色に色づき

食べ頃を迎えた町特産バナナ「綺麗」を内堀雅雄知事に贈

呈しました。遠藤町長は、「明るい夢と希望があるまちづく

りの象徴としてバナナを育てていきたい。フルーツ王国福

島の新たな特産品にしたい。」と述べました。内堀知事はバ

ナナを口にし、「上品な甘さでおいしい。ＰＲなどで一層連

携していきたい。」と述べました。町特産バナナ「綺麗」は、

９月22日、23日の両日に町内の二ツ沼総合公園で収穫祭を

開催し、来場者に試食してもらいました。


